
物  質  名 ジチオりん酸 O,O-ジエチル-S-(2-エチルチオエチル) ＤＢ－24 

別  名 

エチルチオメトン、ジスルホトン、

ジシストン、ジチオデメトン、O,O-
ジエチル S-（2-エトキシエチル）ホ

スホロジチオエート、O,O-ジエチル

S-（2-エトキシエチル）チオチオノ

ホスフェート、O,O-ジエチル S-エチ

ルメルカプト-エチルジチオノホス

フェート 
CAS 番号 298-04-4 
PRTR 番号 1-151 
化審法番号 － 

構 造 式 
 
 
 

 

分子式 C8H19O2PS3 分子量 274.41 
沸点 132～133℃（1.5 mmHg）1) 融点 －25℃ 2) 
蒸気圧 9.75×10-5 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 11.22 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 4.02（実測値）4) 水溶性 16.3 mg/L（20℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 4.8 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 2.6 mg/kg 6)  
 ラット 吸入 LC50 200 mg/m3 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.00008、0.00033、0.0013％の濃度（0、0.04、0.165、0.65 mg/kg/day）で 105 週間

混餌投与した結果、0.00008％以上の群で血漿、赤血球及び脳コリンエステラーゼ活性阻害及び

視神経の変性の発生率に用量に依存した増加がみられた 7) 。この結果から、LOAEL は 0.00008
％（0.04 mg/kg/day）であった。 

・イヌに 0、0.00005、0.0004、0.0012％の濃度（雄で 0、0.015、0.121、0.321 mg/kg/day、雌で 0、
0.013、0.094、0.283 mg/kg/day）で 1 年間混餌投与した結果、0.0004％以上の群で血漿、赤血球、

脳及び眼の組織でコリンエステラーゼ活性阻害がみられた。この結果から、NOAEL は 0.00005
％（0.013 mg/kg/day）であった 8) 。 

・ラットに 0、0.1、0.5、3.7 mg/m3 を 3 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、0.1 mg/m3 以

上の群で血漿コリンエステラーゼ活性の有意な阻害を認め、0.5 mg/m3 群で呼吸気管の炎症及び

骨髄の変性、3.7 mg/m3 群でコリン作動性中毒の症状、赤血球及び脳コリンエステラーゼ活性の

阻害、副腎の相対及び絶対重量の増加がみられた 9) 。これらの結果から、LOAEL は 0.1 mg/m3

（ばく露状況で補正：0.017 mg/m3）であった。 
・ラットに 0、0.018、0.16、1.4 mg/m3 を 90 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、1.4 mg/m3

群で血漿コリンエステラーゼ活性の有意な阻害を認め、赤血球及び脳コリンエステラーゼ活性

の阻害や鼻甲介の炎症もみられた 10) 。この結果から、NOAEL は 0.16 mg/m3（ばく露状況で補

正：0.029 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.0001、0.0003、0.0009％の濃度で F0 世代には交尾前 15 週間及び交尾・妊娠期間



を通して、F1 世代には交尾前 13 週間以上及び交尾・妊娠期間を通して混餌投与したニ世代試験

の結果、F0 及び F1 世代の 0.0009％群で受胎率の低下及び体重増加の抑制がみられ、出生仔では

F1 世代の 0.0003％以上の群で脳コリンエステラーゼ活性の阻害が現れ、F1 及び F2 世代の 0.0009
％群で低成長や生存率の低下に有意差を認めた 11) 。この結果から、NOAEL は母ラットで

NOAEL は 0.0003％（0.12 mg/kg/day）、出生仔で 0.0001％（0.04 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、0.1、0.3、1.0 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、0.3 

mg/kg/day 以上の群で血漿及び赤血球コリンエステラーゼ活性の阻害が現れ、胎仔では 1.0 
mg/kg/day 群で頭頂骨及び胸骨分節の不完全骨化がみられた 12) 。この結果から、NOAEL は母ラ

ットで 0.1 mg/kg/day、胎仔で 0.3 mg/kg/day であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質はコリンエステラーゼ阻害剤であり、神経系への影響、痙攣、呼吸不全を生じることが

ある。吸入や経口摂取すると縮瞳、筋痙直、唾液分泌過多、発汗、吐き気、息苦しさ、めまい、

意識喪失を生じ、経口摂取では胃痙攣、下痢、嘔吐も生じる。許容濃度を超えると死に至るこ

とがある。長期または反復ばく露ではコリンエステラーゼ阻害の影響が蓄積される可能性があ

る 13) 。 
・ボランティア 3 人に 1 日当たり 0.75 mg を 30 日間経口摂取させて、2 回/週の頻度で血漿及び赤

血球コリンエステラーゼ活性を測定した結果、試験期間中にコリンエステラーゼ活性阻害は現

れなかった 14) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15) TLV-TWA 0.1 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、イヌの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.013 mg/kg/day（血漿、

赤血球、脳及び眼の組織のコリンエステラーゼ活性阻害）を採用し、暫定無毒性量等に設定する。

 吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 0.1 mg/m3（血漿コリ

ンエステラーゼ活性阻害）を採用し、ばく露状況で補正して 0.017 mg/m3 とし、LOAEL であるこ

とから 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.00017 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定す

る。 
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